
［成果情報名］アスパラガスの２次分枝の早期除去による増収

［要約］アスパラガス半促成長期どり栽培における親茎の２次分枝の除去は，６月末まで

に完了した方が単価の高いＬ級以上の収量と割合が増加する。
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［背景・ねらい］

アスパラガスの半促成長期どり栽培では、夏秋期の管理として採光および通気不良によ

る高温障害や病害虫発生を防止するために２次分枝を除去するが、収量への影響について

290は不明である。またアスパラガスの単価はＬ級以上が最も高く、次いでＭ級（Ｌ級の

円安）、Ｓ級（Ｌ級の 円安）であり、生産者は太もの志向が強い（参考）。そこで２520

次分枝の除去期間が収量、規格に及ぼす影響を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１．夏秋芽の上物収量はいずれも同程度であるが、７月以降に２次分枝を除去するとＬ級

以上の収量と割合が減少する（表１）。

２．春芽は８月以降に除去すると上物収量だけでなく、Ｌ級以上の収量と割合も減少する

（表２）。

３．Ｌ級以上の収量と割合は６月末までに２次分枝を除去した方が年間を通じて最も良い

（図１）。

［成果の活用面・留意点］

１．適用範囲はアスパラガスの半促成長期どり栽培地域。

２．高温期に通気不良や病害発生が心配される圃場では、７月以降も２次分枝を間引く。



［具体的デ－タ］

図１ ２次分枝の除去期間とＬ級以上の収量・割合

参考 長崎県産アスパラガスの規格別単価（ 年）2001
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表１　２次分枝除去と夏秋芽のＬ級以上の収量と割合
除去期間 上物単収

kg/a kg/a 重量%
６月末まで 169 103 61%
７月末まで 163 81 50%
８月末まで 176 86 49%

注）安山岩質細粒黄色土，調査期間は2002年５月～10月
　　親茎は４月20日に120cmで摘心し50cm以下の側枝は除去
　　一斉立茎

表２　２次分枝除去と翌年春芽のＬ級以上の収量と割合
除去期間 上物単収

kg/a kg/a 重量%
６月末まで 117 88 75%
７月末まで 125 83 66%
８月末まで 106 67 63%

注）調査期間は2003年２～４月
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